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■関連する主な事業 （単位：千円）

太字：主要事業

⑥ 長期休暇子どもの居場所事業
4,522 夏季休業期間は、利用希望者が定員を超過したことから抽選を実施したが、他

の既存の放課後児童クラブを案内するなどし、児童の居場所を確保した。4,521

※標準事業は別紙参照

⑤
福祉医療費助成事業
（子ども）

190,000 義務教育修了までの児童の医療費の一部を助成するとともに未就学児を対象
に窓口無料化を実施することにより、子育て世帯に対する子育て支援を図っ
た。179,266

⑥ 放課後児童クラブ事業
216,861 放課後児童クラブに対する運営費の支援等を行い、児童の安心できる居場所

を確保した。210,096

① 保育所等ＩＣＴ化推進事業
17,400 公立幼稚園、公立保育所等全園において、保育総合支援システムの運用開

始準備を完了した。また、うち１園で、試験運用を開始し、保育サービスの充実
を図った。17,091

⑤ 子育て世代包括支援事業
88,741 伴走型相談支援事業及び出産・子育て応援給付金の交付を一体的に実施

し、妊娠・出産・子育てに関する相談に応じながら、必要な方には、個別に支援
プランを作成し、切れ目ない支援につなげた。79,397

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① 和田保育園保育室増設事業
83,800 保育室増設工事を予定どおり年度末に完了したことにより、令和５年度当初か

らの０～２歳児の受入れ児童数が１２人増加し、待機児童の解消を図ることが
できた。83,231

目指す姿 子育て世帯が、周りに支えられながら、安心して子どもを育てています。

関連する分野別計画 第２期亀山市子ども・子育て支援事業計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察

伴走型相談支援事業及び出産・子育て応援給付金の交付を一体的に実施し、妊娠・出産・子育てに関する相談
に応じることで、切れ目ない支援につなげることができた。また、放課後児童クラブに対する運営費の支援等や長
期休業時等の必要な子どもの居場所づくりを行い、児童の安心できる居場所を確保することができた。今後は、事
業の継続並びに支援を必要とする子育て世帯に対する支援の充実を図る必要がある。

令和４年度 施策評価シート

施策の大綱 ４．子育てと子どもの成長を支える環境の充実 評価担当者

基本施策 （２） 安心して子どもを産み育てられる環境づくりの推進 健康福祉部長　小林　恵太
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]

①

②

③

④

⑤

⑥

今後の展開方針

待機児童の解消については、亀山市就学前教育・保育施設の再編方針を見直し、民間事業者の協力も視野に入れながら、受入機能の強
化を図っていく。子育て家庭の孤立や多様な課題への対応強化のため、子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点の機能を
一体化させ、ソーシャルワーク機能を強化させた「亀山市こども家庭センター（仮）」の設置準備を進め、本市における子ども・子育ての切れ目
ない支援体制のさらなる充実を図っていく。児童の安心できる居場所づくりについては、放課後児童クラブの運営・支援や長期休業時等の必
要な子どもの居場所づくりに引き続き取り組んでいく。また、子どもの福祉医療費助成事業については、国や県、他市の動向を注視しつつ、窓
口無料化の制度拡充を検討する。

総合評価
就学前教育・保育施設の受入機能の強化については、待機児童の解消に向け和田保育園の増築を行い、低年齢児の受
入人数の拡大を図り、次年度の待機児童数を大幅に減少できる見込みとなった。また、保育所等のＩＣＴ化において、登降
園管理やお知らせの配信など、保護者の利用する機能から導入する準備が整い、公立保育所等全園での実施見込みであ
る。魅力ある幼児教育・保育の提供については、野外体験保育の実施をはじめ、各園の特色を生かした保育・教育の実践
により、魅力ある園づくりに繋げた。また医療的ケア児に対し看護師等の配置は行っているが、にじいろネットの取り組みを生
かした更なる体制の確保が必要である。子育て世代が孤立しない環境づくり、及び子育て世帯の自立した生活への支援に
ついては、伴走型相談支援事業及び出産・子育て応援給付金の交付等により、経済的支援と相談支援を一体的に実施す
ることで、産前・産後の家庭へのアウトリーチを順調に行うことができ、子育て世帯が孤立せず、また自立した生活への支援に
繋がった。子育ての希望をつなぐ支援の充実については、子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点を同一
課に配置し、両部署の連携がさらに円滑となり、切れ目ない支援をより効果的に展開できた。また、子どもの福祉医療費助
成事業において、義務教育修了までの児童の医療費の一部を助成するとともに未就学児を対象に窓口無料化を実施し、
子育て世帯に対する支援を図ることができたが、国県等の動向に注視し、更なる制度拡充の検討が必要である。子どもの居
場所づくりときめ細かな子育て支援の推進については、放課後児童クラブの運営・支援及び長期休業時等に居場所づくり事
業を実施し、児童の居場所の確保に繋げた。

Ｂ
まずまず進んだ

4
重要度
満足度

3
重要度

市民アンケートの考察

1
子育ての相談、保育等が充実して利用しや
すい

重要度 1.34

満足度

―

令和５年度の市民アンケートの結果を踏まえて、
次年度に考察します。

満足度 0.13

2
地域の見守りの中で、子どもを健やかに育
てられる環境が整っている

重要度 1.35
満足度 0.27

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

年間出生数 人 359 Ｒ２ 269 400

産前・産後の子育て家庭へのアウトリーチに
よる延べ相談件数

件 115 Ｒ２ 127 120

0

地域子育て支援センター利用者数 人 20,642 Ｒ２ 20,323

低年齢児（３歳未満児）待機児童数 人 12 Ｒ３ 19

33,000

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

施策の方向 施策推進に関する考察

就学前教育・保育施設の受入機能の
強化

魅力ある幼児教育・保育の提供

子育て世代が孤立しない環境づくり

子育て世帯の自立した生活への支援

子育ての希望をつなぐ支援の充実

子どもの居場所づくりときめ細かな子
育て支援の推進

待機児童の解消を図るため、和田保育園の増築を行った。今後は民間事業者の協力も得なが
ら、受入機能の強化を図っていく。 また、業務支援ICTシステムの更なる活用を図っていく。

野外体験保育をはじめ各園の特色を生かした保育・教育の実践に取り組んでおり、今後も充実を
図っていく。また、医療的ケア等を要する子どもに対し看護師などを配置しており、今後も保育体
制の確保を図っていく。

子育て世帯の悩み等を解消できるよう伴走型相談支援体制の充実及び関係機関との連携強化
を図っていく。また、子育て世帯への支援のため、情報発信の充実を図っていく。

貧困等の課題を抱えた子育て世帯の相談・支援を行った。引き続き、様々な制度の情報提供や
相談・支援体制の充実を図っていく。

子どもの医療費など子育てにかかる経済的負担の軽減を図っていく。また、子育て世代包括支
援センターと子ども家庭総合支援拠点が一体となり、妊娠期から子育て期の切れ目ない支援の
充実を図っていく。

放課後児童クラブの運営・支援や長期休業時等の必要な子どもの居場所づくりに引き続き取り
組んでいく。また、多様なニーズに対応できる保育サービスの充実を図っていく。



■関連する主な事業 （単位：千円）

⑥ 療育相談事業
4,999 発達等に配慮が必要な児童及び家庭に対し、個別・小集団での療育支援及び

専門機関と連携を図りながら支援を行った。4,440

② 障がい児支援事業
72,620 公立保育園に在籍する支援が必要な園児に対し、介助員等の職員を加配する

ことで、教育環境の充実を図ることができた。69,064

⑥ ファミリーサポートセンター事業
7,300 育児の援助を受けたい人と育児の援助をしたい人が会員登録し、アドバイザー

がコーディネートを行い、援助を実施し、安心して子育てができる環境を整備し
た。7,298

③ 地域子育て支援センター費
36,558 子育て講座の開催や育児相談の実施などにより安心して子育てができる環境

づくりにつなげ、ＬＩＮＥで子育てに関する様々な情報を発信し、子育て世帯への
支援を実施した。35,153

③ 要保護児童対策事業
170 要保護児童対策地域協議会を核とした地域や関係機関との連携により、虐待

等発生時の迅速な対応とその後の児童及びその家庭への支援を行った。

⑥ 児童家庭支援事業
12,912 発達等に配慮が必要な児童及び家庭の相談や児童への発達検査を行うととも

に、学校・園や医療などの連携により、支援を行った。12,165

131

402 入所希望者への情報提供と相談を行い、利用が必要な保護者の児童等の施
設への受け入れを行った。88

④

⑥ 児童短期入所生活援助事業

一般事業
（児童福祉一般事業）

18,111 新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった子育て支援員等研修
を実施した。また、母子家庭等高等職業訓練給付金の支給等母子家庭等へ
の支援を行った。15,556

⑤ 児童手当給付事業
1,800 亀山市子どもの出生祝金条例に基づき、第3子以降の子どもの出生の際に、3

万円の祝金を支給（55人）することで、子どもの成長を社会で支える環境の充
実が図れた。1,650

① 施設管理費（待機児童館費）
46,395 保育所等へ入所ができない待機児童の受皿確保として、待機児童館ばんびの

管理運営を行うことで、就学前児童の保護者の負担軽減と児童の安全な保育
環境確保を図ることができた。41,406

① 施設整備費（保育所費）
946

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① 民間保育所補助費
46,872 民間保育所等の運営支援のため、民間保育所保育士処遇改善事業などの各

種事業の補助を実施することで、民間保育所等における保育環境の向上を図
ることができた。31,028

職員用トイレ洋式化工事（昼生保育園）など、公立保育園の施設改修等を実施
することで、保育環境の改善を図ることができた。946




